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妊娠末期 に お け る正 常妊婦 の 血 中 β一hCG
，
　hPL

，
　free　E3の

　同時測定に よ る各 hormones の 動態 ， 各 hormones の

　　　　　相関関係 ， 各 hormones と出生体重お よ び

　　　　　　　　　胎盤重量 との 相関関係 に つ い て
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概要　妊娠末期 に お け る ， 正常妊婦 の 血 中 β
一hCG 値 の 測定 と同時に ，　hPL 値 と free　E3値の 測定 を ，

　RIA
Kitを使肌 て 行な つ た・3種類 略 h・・m ・nes 値の 動態 ， 各 h・rm ・n 。， 値間 の 醐 関係洛 h。rm 。nes
値 朏 生鱒 お よ び 胎懸 量 と の 醐 関係を検討 し た．規則的な膿 周期 が 25か ら35日型 の 正常孅 27
名 （検体数 ：　　　　　　155）を対象と し，同

一
妊婦よ り妊娠 32週 か ら分娩 に 到 るまで ， 正 確な妊娠週数毎 に 連続 し

て ， 母体肘静脈 よ り採血 し た．

　1）母体血中 β・hCG 値は，妊娠経過と共 に 増加 の 傾 向 を 示 し
， 妊娠 37週で 9．21U／ml の peak を示 し，

以後低下 の 傾向 を 示 した ，

　
2）母体血中 hPL 値は

， 妊娠経過 と共 に有意 の （p ＜0．05）増加 を 示 し，妊娠 38週で 7．3μg／ml の peak
を 示 し

， 以後漸減 の 傾 向を示 し た ，

　3）母体血 中 free　E3値 は
， 妊娠経過 と共 に有意の （p＜0．05）増加 を 示 し，妊娠41週 で 23．4ng ／ml を示

し た ．

4） 3種 類 の 各 h・・m ・・e・ 値間 の 黼 関係で e＊，βhCG 値 と hPL 値間 に （P ＜。． 01），　 hPL 値 と free
E・値間 に （P〈   ・01）・ β一hCG 値 と f・ee　E・値間に （P く O

’
．05）の それ ぞ鮪 意の P。，iti。， の欄 が認 め ら

れ た ．

　5）各 homlones 値 と出生体重お よ び胎盤重量 との 問で の相関関係 で は
， 出生体重 と free　E 、値問 に の
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Syn°psir　 l… d・・ t・ ・ v ・1岨 te　chang ・・ i・ ・e・um 　l・ve1・ ・ fβ
一hCG 　d・・i・9 ．th・ thi・d　t・im。，ter 。f　p，eg 。 ant

罪
゜men ・

　it　 was 　 mea ・・「ed 　t・9・th・・ with ・e・・m 　l・vel ・ ・ f　hPL ・・d　free恥 y ・・di・imm 。・。a，say ，　 We 　al，。
mvestigated

　
the

　
c・「「e1・ti・… m ・ng 　th・・e　h・   ・ ・e 　and 　b・tween 　th ・・e 　h・・m ・n・ 1・v ・1s　a ・d　bi，th　w ，ight、　a、

We 三1　 aS 　plaCental　WeightS ．
155bl・・d　samples 　were 　d・aw ・ ・nce 　a 　week 　f・・m ・th・・cubit ・1・・in・f　27・・   。l　p，egnant 、W 。m ，n　w 董th　f．。m

25t ° 35
　d・y・ m … t・ual ・yd … S・r ・m 　l・v ・1・ ・fβ・hCG 　i… eased ・・p ・egnan ，y　p，。ceed 。 nd ，each 。d　th，i，

peak ・9・2　IUIml，　in　th ・ 37th　week ・f　p ・egnancy ・ S・・um 　hPL 　leve1・ were ．・increa・ed ，・rea ・hi。g　th。i，　p ，。k
，
7．3

・ ・／ml ・　i・ th・ 38th
　
week ・f・・eg ・・ ncy ・ S・・um 　f・e・・E

・
・lev・1・w ・re ・al・・ el・va ・・d ・・ preg。。n。y

・’dev，弖。Pedand
「
ρ
ached

　
thei「 peak，23・4μ9／m い ・ th・ 41・t　week ・f　p・egnancy 　41　week 、1・ th・・e 、・e ・ um 　h＿ n。 1，v。1、，

s19 ・ ifi・ant （P ＜0・001）P ・・三ti・e・c ・・rel ・ti・ n 　were 　f・und ・i・・each
’
P・i・i・g 。f　th，，e　th，ee　h。，m　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ones ．　 The 　serum

Ieve1°f　ea ・h ・f　th・・e　thre6 　h・・m ・n・・ sh ・ w ・ti・ p・・圭tive　re1 ・ti… hip　with 　p1・ce・t・1　w ・ight．0。1y　th， 、erum
f「ee　E・

　・1・v ・1　 sh ・ w ・d ・ p・siti… rel・ti… hlp　t・ bi・th　w ・ight・Th ・・e　d・t・ ・ug9 ・・t　th・tβ・hCG 　hav。 、
’ig。ificant

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

1728 妊娠末期 に お ける 正常妊婦の 血 中β
一hCG，　hPL ，　free　E ，値間 の 相 関 関 係 日産婦誌35巻10号

，e1 。ti。 n ，hip，　with 　hPL 。nd 　f・ee 　E 、．　 Th ・・e　th・ee　h・  ・ n ・・ h・v ・ i・且・・nced 　bi・th　w ・ight・nd 　place・t・1

weight ，
Key 　words ： β

一subunit 　hu皿 an　chorionic 　gonadotropin
・Human 　placental　lactogen °Free−estriol °Birth

weight 。Placental　weight

　　　　　　　　　緒　　言

　妊娠末期 に お ける，正常妊婦の 血中 β・hCG の 意

義に つ い て は
，

い まだ不 明な点が 多 い 。今回 ， 妊

娠末期に お ける，母体血 中 β
一hCG の 妊娠週数 に よ

る変化や ， その 意義を検討す る 目的で ， 母体血 中

β
一hCG の 測定 と同時 に ，母体血 中 の hPL と free

E3の 測定を行 な つ た 。さらに ，各 hormones の動

態 ， 各 hormones の 相関関係 ， 各 hormones と出

生体重お よ び胎盤重量 との 相関関係を検 討 し，各

hormones の 変化 の 意義に つ い て 若千の 考察を加

えた．

　　　　　　　　　研究方法

　研究対象は
， 問診 に よ り月経周期が ，規則的で

25か ら35日型 で ，最終月経 が明確な正常妊婦 27名

（検体数 ：155）で ある。各妊婦よ り， 妊娠 32週か

ら分娩に 到 る ま で の 各週数毎に 連続 し て ， 母 体肘

静脈 よ り採血 し た．各検体は，血 清分離後 一20℃

に て 測定 まで 凍結保存 し た．β
一hCG の 測定 に は ，

既に 報告
6｝した RIA 　Kitを使用 し ，

　 hPL の 測定 に

は ，英国 Amersham 製 の RIA 　Kit22）を用 い
，　free

E 、 の 測定 に は
， 科研化学の RIA 　Kitl1）を使用 した ．

測定結果 の 統計学的処理 は ，Student
’

s　t・testお よ

び Liner　regression 分析 を マ イ ク ロ コ ソ ピ ュ
ー

タ ー ・TRS ・80 を使用 し て 行 なつ た．

　　　　　　　　　 研究成績

　 1）妊娠末期 に お け る正常妊娠時の 母 体血 中の

β
一hCG 値の 推移 （図 1）

　母 体血 中 β
一hCG 値は

， 妊娠経過 と共 に 増加 の 傾

向を 示 し ， 妊娠 35か ら38週 ま で 有意 の 増加 （p＜

0．05）を 示 し た 。妊娠 37週 に peak の 9．21U／m1 を

示 し ， 以後低下 の 傾向を示 し た ．

　 2）妊娠末期に お ける正 常妊娠時 の 母体血 中 の

hPL 値の 推移 （図 2 ）

　 母体血 中 hPL 偃は
， 妊娠経過 と共 に 有意の 増加

（p 〈 O．05）を示 し た ．妊娠38週 に peak の 7．3μg／

m1 を示 し ， 以後漸減の傾向を示 し た ．

　 3）妊娠末期 に お け る正常妊娠時 の 母 体血 中 の

図 1 　β
一hCG 　concentrations 　in　the 　plasma 　of 　preg・

　nant 　 women 　at　 different　 stages 　 of 　 normal

　 pregnancy
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図 2　 HPL 　 concentrations 　in　the　plasma 　of 　preg・

　nant 　 women 　at 　 different　 stages 　 of　 normal

　 pregnancy
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free　E3値の 推移 （図 3）

　母 体血 中 free　E3値は ，妊娠経過 と共 に 急増 し，

有意 の増加（p〈 0．05）を示 し，妊娠41週で 23．4ng／
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図 3 　Free　E3　 cQncentrations 　 in　 the　 p三asma 　 of

pregnant 　 women 　at　 di鉦erent 　stages 　 of 　 normal
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ml を示 し た 。

　4）母体血 中 β
・hCG 値 ，

　hPL 値 ，
　free　E3値間の

オ目関関係　（表 1 ）

　母体血 中 β・hCG 値 と hPL 値間 に は ，高 い 有意

の positiveの 相関（N 　・・ 　155
，
　r ＝ 　O．853，　p ＜ O．OO1）

が認 め られた ．母体血 中 β一hCG 値 と free　E3値間

に は ， 有意の positiveの 相関（N 　 ・ 155，
　r ： ： O．152，

p＜ 0．05）が認め られ た。母体血 中 hPL 値 と free
E3値 間 に は

， 有意の positiveの 相関（N ＝ 　 155，　r ＝

G．302
，

P ＜ 0．01）が認め られた ．

　5）分 娩前 1週 間 以内 の 母 体 血 中 β
一hCG 値，

hPL 値，　free　E3値 と出生体重 ならび に胎盤重量間

に お け る相関関係 （表 2）

　母体血 中 β
・hCG 値と出生体重 間に は，有意 の 相

関 は認 め られ なか つ た。母体血 中 β・hCG 値 と胎盤

重量間に は
， 有意の positiveの 相関 （N ＝ 26，

　 r ；

O ．622， p 〈 0．001）が認め られ た．母体血 中 hPL 値

と出生体重間に は ， 有意の 相関は 認め られ なか つ

た ．母体血 中 hPL 値 と胎盤重量 間に は
， 有意 の

positiveの 相関 （N ＝ 26
，　 r ＝ 0．798，　 p＜ O．00D が

認め られた。母体血 中 free　E3値 と出生体重 間に

は
， 有意の positiveの 相関（N ＝ 　26，

　r ＝O，727，　p ＜

立　花 1729

表 1Correlations　amo   β
一hCG，　hPL　and

　free　 E31evels 　 in　 the　 materna 工 sera 　 of

　 normal 　pregnancy

　　　　　　　　　　　　　β
一hCG

n　155　　　　　　 〔IU／m1 ）　　　　　一「… ＿

｛
　　　hPL
　 （μ9加 D 畿ラ訓

　　　　…．爿
　　　　β

・hCG 　　　，
1・．一

　　　　　hPL

〔、齟 「｛

r＝O．853
　　　　　　　F 山

　 ♂

L 些 lf二匙，：1：1望
罰一．

表 2　Correlations　among 　birth　weight ，　placental
　weight 　and β

一hCG ，　hPL，　free　E31e †els 　obtained

　within 　 one 　 week 　 of　 delivery　 in　 the　 maternal

　sera 　Qf　normal 　pregnancy

birth　weight

　 （nm26 ）

placental　weight

　
’
（11＝26）

β
一hCG

｛IUfml）

r・＝O．291

hPL
〔μ9／ml ）

・

r ＝O．232

二；1：lll　Ll；臘

丁纛 1r
＝0．727p

く 0，001

　　r；0．745

　pく 0．OG王
t

0．001）が認め られた． さ らに ，母体血 中 free　E3
値 と胎盤重量間に は

， 有意の positiveの 相関（N ＝

26，r　 ＝ O．745，　 p 〈 0，001）が認め られた ．

　　　　　　　　　考　　察

　 胎児 ・胎盤系 の 機能検 査 とし て の 母 体血 中 の

hPL お よ び free　E，
の 測定 の 意義や，そ の 他に 関

す る報告は数多い ．また
， 既 に

一
般産科臨床に お

い て も簡 易測定法の 開発 と共に ，
ル

ー
チ ン 化 され

て い る．一方 ， 最近 β一hCG 　Oj　Radieimmunoassay
系 が開発 されて

， 母体血 中の β一hCG 測定が な さ

れ ， 臨床に 用い られ る よ うに な つ た ．特 に
， 絨毛

性疾患 の follow　up に 使用 されて い る こ とは
， 周

知の 事実で あ る．こ れ らの 3 種類 の hormones を ，

妊娠 中に 同時に 測定 し ， 正 確な妊娠週数に よ る ，

各 hormones の 動態を検討 し た報告は少 な い ．現

在 までの 報告 の 多 くは ， 妊娠週数 の 算出が不正確

な もの で あつ た
。 今圓 の 報 告は ， 母 体血 中 の 各

hormones の 動態を正確 な妊娠週数で ，同一妊婦

よ り各妊娠 週数毎に 連続 し て 採血 し ， 同時に 測定

を行なつ て 検討 し た ．母体血 中 β・hCG 値 は ， 排卵

後 14日頃か ら，検 出可能 とな り ， 以後妊娠経過 と

N 工工
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共 に 急増 し ， 妊娠 10週頃に peak を示 し，その 後減

少 し ， 妊娠中期か ら末期に は plateau に な り， 分娩

後 1 か ら 2 週 間 で 消 失 す る と い う報 告 が あ

る
7）2°）．また，妊娠末期の 母体血中β一hCG 値 が

， 妊

娠中期以前に 比 して 低値 を示 し
，

か つ ，あま り変

動を示 さ な い とい う報告
2）7）9）10）13）14）15）2e＞が多い p し

か し，今回 の 検討で は ，妊娠 33週以後も増加 の 傾

向を示 し ， 妊娠 37週で は ，小 さい な が らも peak を

形成す る こ とが明 らか に なつ た。 こ れ は
， 本研究

で は 同一妊婦 よ り，正 確 な妊娠週数 で の ，連続採

血 に よ る検体数が多い た め で
， 単なる 1回 の 採 1宣L

に よ る検体の 測定 の 結 果 と異な り，細 か な変動が

明 らか に され た た め と思わ れ た ．母 体血 中 hPL 値

は
， 妊娠 6週頃か ら検 出可能とな る．妊娠 16週以

後 よ り急増 し，そ の 後妊娠週数 と共 に増加 し続 け

て ，妊娠 末期に は
，
血 中値 4 か ら 8μ g／ml とな り ，

分娩後は
， 30か ら60分以内に 速や か に 消失す る と

い う報告が あ る
9）2°｝22）．妊娠 末期の 母 体血 中 hPL

値 の 動態 の pattern に つ い て は ，
い くつ か の 報告

が ある
7）9）12P3 ）18）2°）．妊娠中 の 母 体血 中 hPL 値の

peak は ， 妊娠33か ら36週 181
に 認め られた との 報告

がある．また ， 妊娠中期 の妊娠 32週前後よ り pla−

teau に達す る とい う報告
13｝と ， 妊娠末期 の 妊娠 38

週 前 後 よ りplateau に 達す る と い う報 告 も あ

る
7 ＞IS ）。さ らに ，妊娠末期に は

， 低下す る とい う報

告 もある
1）3）5）8｝

．今回 の 検討 で は ，妊娠週数 と共に

増加の 傾向を示 し ， 妊娠 36か ら38週 に peak を示

し，以後漸減 の 傾向を示 し た ．本研究 で は
， 同

一

妊婦よ り， 正確 な妊娠週数で の 連続採血 に よ る検

体 の 測定 の 結果 で あ り，妊娠末期か ら分娩 に 向つ

て 漸減傾 向を 示 した 。こ の こ と か ら ， 母 体血 中

hPL 値は
， 胎盤機能 の 老化の 指標 とな る こ とが示

唆 され た 。妊娠 中の 母体血中 free　 E
，値 の動態の

pattern に つ い て は
， 数多 くの 報告

4）7）9）2°）が あ る．

母体血 中 free　E3値は，妊 娠経過と共 に増加 し，妊

娠34− 35週か ら分娩 に 到 るま で
， 急上昇 を認 め て

い る、
一方 ， Lindberg，　B．S．　et 　al ．16）は

， 母体血 中

free　E3が 妊娠経過 と共 に 増加 し，妊娠34週か ら妊

娠末期 に 向つ て 急上 昇を示 した 後 ， 分娩 に 到 る周

辺 か ら下降を認 めた と報告 し て い る．本研究で は
，

前者 の 報告 と同様の patternを 示 し ， 妊娠経 過 と

共 に増加 し ， 妊娠35週 以降か ら分娩に 到る ま で ，

急上 昇 を認 め た ．こ の よ うに ，本研究 の 結果 と

Lindberg
，
　 B．S．　et　a1 ．の 報告 と に 差異が生 じた 原

因は
， 本研究で は

， 同
一

妊婦 よ り， 正 確な妊娠週

数で の 連続採血 に よ る検体 の 測定 の 結果で あ る た

め に生 じた もの と思われた ，さ らに ，妊娠末期に

お け る ， 母 体血中 の 3 種類の hormones 間の 相関

関係や ， 各 hormones と出生体重 お よ び ， 胎盤重

量間 の 相 関関係に つ い て 検討した 文献報告 もい く

つ か あ る
13）19）が，妊娠末 期に お け る母 体 血 中 β一

hCG 値 と free　 E3値間で の 相関関係を検討 した報

告は 少な い ．Braunstein
，
　G ．D．　et　al．13）は ，母 体血

中 β
一hCG 値 と hPL 値間で の 相関関係 の 検討で

，

妊娠期間をそれぞれ ，初期 。中期 ・後期 の 3期に

分 けて ， 妊娠 中期以外 の 初期 と後期 で
， 各 hor−

mones 間 に 有意 の 相関 を認め た と報告 して い る。

また ， 母体血 中 β一hCG 値 と出生 体重間 に ，相関が

認め られた と報告
16）があ り，母体血中 hPL 値 と胎

盤重量間に も，相関が 認 め られ た と の 報告
11が あ

る ．さら に，母体血 中 free　E3値 と出生体重お よ び

胎盤重量間で も， 有意 の 相関が 認め られた との 報

告
4）が ある，本研究で は ，こ れ らの 報告と同様の 結

果が 認め られた ．こ れは ， 母体血 中 β
一hCG と hPL

と が
， 同

一
胎盤 の Syncytiotrophoblastか ら同様

に 産生 され る Peptide　hormones で あ り，共に 胎

盤機能の 指標 となる こ とが示唆 され ， その た め 両

者間に
， 高 い 相関が認め られ た と思わ れ た．また ，

母体血 中 free　E3と他の 2種類 の hormones 間に

も，相関が認め られた こ とは
， 各 hormones の 由

来が ， それ ぞれ異 な つ て い て も， 妊娠末期 に お け

る i＆　horrnones は
， 胎児 ・胎盤系の 機能を 良く反

映 し て い る こ とが示 唆された．

　 稿 を終 る に あた り，ご懇篤 な ご 指導 とこ 校 閲 を賜 わ つ た

鈴 木雅洲教授 に 深甚 の 謝意 を表わ します と と もに ，
ご教 示

並 び に ご 助言を い た だ い た 古 橋 信 晃 講 師 に 深 く感 謝 し ま

す．

　な お 本論文は ，第55回 日本内分泌 学会 総 会 （1982年） に

お い て 発表 した ．
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